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ａ．三つ折りの仕方 16 1 7 2 26 7％
ｂ．製作手順 21 0 0 0 21 6％
ｃ．縫う場所の順番 7 2 0 0 9 2％
ｄ．ミシン上下糸セット 22 18 22 13 78 21％
ｅ．ミシンの操作手順 11 1 6 7 25 6％
ｆ．まちばりの止め方 9 3 0 0 12 3％
ｇ．縫う作業 1 5 37 5 48 13％
ｈ．返し縫い 7 0 3 6 16 4％
ｉ．ボビンの巻き方 6 0 8 0 14 4％
ｊ．ひもの付け方 29 12 1 0 43 11％
ｋ．ひもの縫い方 2 1 0 0 3 0（3）
ｌ．その他 47 24 12 0 83 22％
合計 178 67 96 33 374 99％
　注）網掛け下線は、発話数が多かった項目を示している。
ミシンの四重苦を示すことができた。また、上糸をか
ける際に天秤にうまくかけられない児童や、針に糸を
とおすことができない児童の姿が対象児以外にも多く
みられた。
　次に、「①手順に関する質問」を『事前に分からなく
てつまずきを回避するための方法』だと考えると、「④
できない発言」「⑤失敗」「⑥ミシントラブル」は、『製
作活動中の実際のつまずき』だと定義できる。これら
「④」「⑤」「⑥」の談話数を合計すると、「ｄ．ミシン
の上下糸セット」53話と「ｇ．縫う作業」47話が最多
項目であった。両談話はその数がほぼ等しいことから、
「ｄ．ミシンの上下糸セット」のつまずきは、「ｇ．縫
う作業」のつまずきと因果関係にあると推察される。
　また、先に「ｄ．ミシンの上下糸セット」のなかで
は、上糸をかける際に天秤にうまくかけられない児童
や、針に糸をとおすことができない児童の姿が多くみ
られたことを述べた。この要因は、手先の器用さ・不
器用さと考えられる。手指の巧緻性の問題は、一朝一
夕で解決することは難しいが、つまずきやすい手順に
ついて、十分な時間を確保して繰り返し学習させるな
ど、児童が完全に習得するための手立てを考えること
が肝要である。
４．３　協働的学びの発生
　談話分析を進めるうちに、児童の自己内対話14）や児
童同士の対話のなかで、製作学習が進行するようすが
みえてきた。つまずきながらも児童同士で教えあい、
できない箇所を手伝いながら製作に励む互恵的な学び
がみられた。その一つの事例が表４である。
　児童がつまずいた際に、最も助けを必要とする相手
は教師である。しかし、今回の調査では、児童が支援
を求めても、教師が他の児童を支援していて、すぐに
は教師の助けをえられないという場面が頻繁にみられ
た。表５はその一例である。教師が対象児④に対応す
るのに２分以上かかっている。これは今回の調査だけ
にみられる特別な状況ではなく、製作学習においてよ
くみられる場面である。このような環境のなかで、児
童は自分より進度の早い児童にわからないことを聞
き、仲の良い児童と励ましあいながら製作を進めてい
た。
　児童のつまずきを防ぐことができるのは、教師であ
ると考えるが、失敗した際に、励ましあえる友人の存
在は、児童の製作意欲を保つためにも大きいと考えら
れる。また、児童が教える側に立つことで、より深く
理解できるようになるし、自分に自信も付く。このよ
うな状況を生かせるよう、製作の得意な児童と苦手な
児童を同じグループにして製作学習を進めることが考
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表４　協働的学びの談話例
談話ラベルＲ（対象児②）
発話者 談　話　内　容
女児１ がんばろう。時間は少ないよ。
対象児② オッケー。
女児１ 行け、返し縫い。結構遅いね、はい、ここ切っ
て。ここも一緒に切っちゃえ。いいよ。オッ
ケー。
対象児② もう、いいや。あとできれいにしよう。
女児１ はい、ひもー。もう完成するじゃん。がんば
れ、がんばれ。Ｍ（対象児②）さ、誰よりも早
いと思うよ。天才だよ、天才。
対象児② 意外と早かった。
（中　　　　　略）
女児１ 終わり、終わり、終わり。ポケット付けない
ん？
対象児② これを……。
女児１ 何もしない、うち。
対象児② 家庭科、初めて楽しいと思った。
女児１ 何で？
対象児② あんま好きじゃなかった。面倒くさかった。
女児１ 大丈夫じゃん。終わりじゃん。やったー。
対象児② わーーーーーーーーー！！やったー！
表５　教師が支援できない事例
談話ラベルＰ（対象児④）
時間 発話者 談　話　内　容
５分39秒 対象児④ 先生、４センチ、４センチになっ
ちゃった。
６分45秒 対象児④ 先生、先生。
（教師は他の児童に説明中）
６分58秒 対象児④ 先生ー。先生、先生、先生ー。
７分７秒 教師１ はい、どれ？
（他の児童に説明中）
７分41秒 対象児④ 先生。
７分52秒 対象児④ 先生。横って何センチですか？
教師１ ん？横？横は1.5センチ。
対象児④ 横は？
教師１ うん。
対象児④ ３センチ？
教師１ （他の児童に対して）抜ける？
　注）時間は授業開始時から経過した時間を表す。
えられる。また、日ごろから励ましあう雰囲気や関係
づくりを行うなど、児童同士で学びあう環境を整える
ことが肝要である。
Ⅴ　調査Ⅲ　作品の失敗箇所についての調査
１．調査目的
　調査Ⅲでは、完成した作品の完成状況から、児童の
実際のつまずきについて検証する。この調査を行うこ
とで、児童が製作活動中に防ぐことができなかったつ
まずきの実態を把握することを目的とする。
２．調査対象および調査期間
　調査対象は、題材「ミシンに挑戦しよう」（全17時間）
であり、そのうち第５次「エプロンを製作する」の（３）
「ひもを付けたり、ポケットを付けたりしてエプロン
を仕上げる」が終わった後の作品を分析対象とした（表
１）。
　調査期間は、2010年11月から2010年12月までであ
る。対象者は、Ａ大学教育学部附属小学校５年１組と
５年２組の児童であり、そのうち、エプロンのＢパター
ンの児童38名（１組18名、２組20名）中の失敗箇所が
なかった７名（１組３名、２組４名）を除く、31名（１
組15名、２組16名）を分析対象とした。
３．調査事項
　仕上がったエプロンを回収し、授業以外の時間に一
人一人のエプロンの失敗箇所を以下の調査項目につい
て分析した。
　作品の失敗箇所を「三つ折り」「縫い目」「縫い方」
「ひもの付け方」「ひもの縫い方」の５つの観点でみる
と、以下の16項目に分類することができた。三つ折り
ができていない「㋐三つ折り」、縫い目の状態に関する
「㋑ガタガタ」「㋒曲がっている」「㋓落ちている」「㋔
途中で途絶えている」、縫い方に関する「㋕縫う場所が
中心より内側」「㋖最後まで縫えていない」「㋗返し縫
いが出来ていない」「㋘布がつっている」、ひもの付け
方に関する「㋙裏表が逆」「㋚付ける場所が違う」「㋛
付ける方向が違う」「㋜ねじれている」、ひもの縫い方
に関する「㋝ひもが取れそう」「㋞縫いつけが１か所の
み」「㋟縫う方向が違う」である。それぞれに該当する
人数と箇所数を集計し、児童が実際にどこを失敗しや
すいのか、どのようにつまずいてしまうのかを分析し
た。
４．結果と考察
４．１　児童の失敗箇所
　児童31名中、最も間違えた人数が多かった失敗箇所
は、「㋞縫い付けが１か所のみ」32％（10名）であり、
次いで「㋐三つ折り」29％（９名）であった。失敗し
た人数の割合から、「㋞縫い付けが１か所のみ」や「㋐
三つ折り」は児童が間違えやすい項目であることがわ
かった。製作時間が足りず、直す時間がなかった可能
性も考えられる。
　次に、失敗箇所の総数112か所中、最も多かったの
は、18か所の「㋞縫い付けが１か所のみ」であり、次
いで12か所の「㋟縫う方向が違う」であった。これら
はいずれも、ひも付けに関する項目である。失敗した
人数と失敗箇所数を比較すると、「㋞縫い付けが１か所
のみ」10名に対し、失敗箇所数は18か所、また「㋟縫
う方向が違う」３名に対し、失敗箇所数は12か所と差
がみられらた（図３）。このことから、同じ児童が同じ
失敗を繰り返しているということが言える。理由とし
て、失敗だと気づかずに作業している可能性が考えら
れる。
　また、「㋒曲がっている」、「㋓落ちている」、「㋔途中
で途絶えている」、「㋕縫う場所が中心より内側」、「㋗
返し縫いが出来ていない」、「㋘布がつっている」、「㋚
付ける場所が違う」、「㋛付ける方向が違う」「㋜ねじれ
ている」の項目に関しては人数と箇所数が同数であっ
た。これらの項目については、どの児童も１か所ずつ
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図３　失敗した人数と失敗ヵ所の関係
失敗していることがわかる。このことから、これらは、
一度つまずいたら次の作業で失敗しないように気を付
けることができている項目であると考えられる。
　以上の結果から、児童が失敗する傾向にあるのは、
三つ折りやひもに関する項目であった。三つ折りの工
程やひもを縫い付ける作業は、何のためにするのかが
わかりにくく、完成作品から手順が想像しにくい工程
であることから、つまずきが多くなるのではないかと
考える。実際の指導法としては、何のための作業なの
か、理由や意味を添えた丁寧な手順説明を行い、間違
えを意識できるようにすることや、時間に沿った製作
目標を細かく立てさせ、失敗を直す時間を確保できる
ようにするなどの手立てが必要であるといえる。また、
児童をほめたり、児童同士で励ましあう環境を整えた
りすることは、失敗箇所を直すために必要な製作意欲
の維持にもつながると考える。
４．２　総合考察
　最後に、チェックシートＡの必要な道具をすべて記
入できた児童と、１つでも記入できなかった児童につ
いて、失敗箇所数を比較した。調査Ⅰのチェックシー
トＡで、必要な道具を１種類でも記入できなかった児
童は、調査Ⅲの失敗箇所が平均5.1か所であった。一方、
チェックシートＡで、必要な道具をすべて記入できた
児童は、失敗箇所が平均1.9か所であった。このことか
ら、必要な道具を記入すること、すなわち教師の説明
をより具体的にイメージできることは、作品を完成さ
せる際の失敗状況に影響する要因のひとつである推察
された。
Ⅵ　結語
　本研究は、エプロン製作学習過程における児童のつ
まずきを明らかにすることを目的とし、調査Ⅰ「製作
手順の理解度についての調査」で製作手順チェック
シートを用いて作業前の製作手順説明段階における実
態調査を行い、調査Ⅱ「製作中のつまずきに関する調
査」で談話分析をとおして児童のつまずきや他者との
かかわりの実態調査を行い、調査Ⅲ「作品の失敗箇所
についての調査」で児童が製作活動中に防ぐことがで
きなかった失敗や間違えについての実態調査を行っ
た。
　①調査Ⅰ「製作手順の理解度についての実態調査」
から、製作手順は理解できているが、必要な道具は忘
れがちということがわかった。このことから、実際に
自分が作る場面のイメージができていないということ
が考えられた。実際の活動のようすを具体的に理解で
きるような手順説明をすると同時に、必要な道具をそ
ろえる段取りは作業をする上で欠かせない要素である
ということも伝えていくことが必要だと考える。
　②調査Ⅱ「製作中のつまずきに関する調査」から、
エプロン製作について児童がつまずく手順を詳細に分
析することができた。そのなかで、児童はミシンの上
下糸セットなどの基本的操作が定着していないこと、
また、児童同士がかかわりあいながら作業しているこ
とがわかった。このことから、基本的操作について、
十分な時間を確保して繰り返し学習させ、児童が完全
に習得できるようにすることの必要性や、児童のかか
わりを生かせるような環境を整えることの必要性があ
ると考える。
　③調査Ⅲ「作品の失敗箇所についての実態調査」で
は、同じ児童が何度も同じ失敗を繰り返しやすい所や、
多くの児童が失敗しやすい所がわかった。このことか
ら、理由や意味を含めたより丁寧な手順説明を行うこ
とと、直しの時間を確保するために、製作目標を細か
く立てさせ、計画的な製作を促すことが必要だと考え
る。また、調査Ⅰと調査Ⅲから、教師の説明をより具
体的にイメージできることは、作品を完成させる際の
失敗状況に影響していることが示唆された。
　今回、エプロン製作学習における児童の学びの過程
の実態について調査するなかで、つまずきの防止を検
討してきた。しかし、児童にとってつまずくことが悪
いということを示したわけではない。つまずきは、つ
まずくことで学習し、さらなる学びの向上につながる
という面もある。しかし、前述したように、つまずき
は解決困難な状況における不安や緊張、また失敗によ
る自己の否定的評価などの心的傾向ももたらす。この
ことから、最低限のつまずきを回避することは、児童
の安全で主体的な活動につながっていくと考えられ、
家庭科製作学習において意味のあることだと考える。
　本研究では、つまずきを中心とした小学校家庭科エ
プロン製作学習における具体的な児童の実態を明らか
にすることができた。この調査を生かし、今後の支援
向上に役立てていきたいと考える。
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